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1. はじめに 

我々はプラズマ中に生成される中性な酸素ラジカルのみを供給することのできる非平衡大気

圧酸素ラジカル源を用いてミドリカビ胞子の不活化効果と殺菌因子が基底状態の酸素原子

O(3Pj)であることが明らかにしてきた[1][2]。さらにアスペルギルス症を誘発する有害なコウジカ

ビ胞子に対して酸素ラジカル照射を行い、不活化効果と細胞への影響を報告してきた[3]。一方、

本研究室では酸素ラジカルを出芽酵母に作用させると増殖が促進されることも報告してきた[4]。

本研究では醸造産業にて酵素生成菌として有益なコウジカビ胞子を対象に、酸素ラジカル照射

をすることで、コウジカビから分泌される酵素活性を評価した。 

2. 実験方法 

照射対象に A. oryzaeのコウジカビ胞子を用いた。1%に調整した界面活性剤 Tween20溶液を

用いて 1 mg/mLの胞子懸濁液を作製し、ボトムディッシュへ 1μLずつ合計 25点滴下し、乾燥

させたものを照射サンプルとした。ラジカル照射は、大気圧下にてO2/(Ar+O2)ガス流量比を0.6％

とし、照射口からサンプルまでを 10mm とした。照射後のサンプルは 1％Tween20 溶液で掻き

とり、Czapek-Dox (CD)液体培地 300mLと共に温度 30度、100rpmで振盪培養を行った。培養 3

日後、コウジカビによって酵素分泌された培養濾液をデンプン水溶液と一時間反応させ、ヨウ

素デンプン反応によるデンプンの吸光度とデンプン分解量を定量化した。 

3. 結果と考察 

図 1 にデンプンとデンプンの分解量の照射時間依存性

を示す。酸素ラジカル照射時間の増加と共に、デンプン

の分解量が上昇していることが分かる。最大の分解量は

照射時間 45sにおいて約 10mgの糖を分解した。さらに未

照射に比べて 147%の分解率を示し、デンプン分解の促進

が確認された。しかしながら照射時間 60s では分解量は

減少しており、コウジカビ胞子が不活性化され始めて

いることが示唆された。 
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Fig1: Absorbance and amount of Amylolysis as a 

function of treatment time 
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